
１．研究成果

目的

岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センタ

ー津高牧場は約30年前に開設され，現在まで繁殖経

営を続ける中繁殖用雌牛の改良を行ってきている。

津高牧場で生産された雌牛は脂肪交雑基準の育種価

において岡山県内で最高にランクされるなど，高い

能力を持つ個体が作出されつつある。しかし，これ

までに蓄積された体尺および体重の測定記録は相当

な数に達するが，未だ育種学的検討が加えられてい

ない。一方，初期成長能力は成熟時の成長能力に影

響することが報告されており，成長初期の体尺測定

形質を分析することにより体型の改良に関する検討

が可能と考えられる。

そこで本研究では，津高牧場で測定された黒毛和

種集団の体尺測定記録および体重の記録を用い，基

礎分析の結果から決定されたモデル式を考慮し，成

長初期の能力の遺伝性を明らかにすることで，津高

牧場生産和牛の初期成長能力に育種学的検討を加え

ることを目的とした。

材料および方法

分析に用いたデータは，1976年から2006年までの

31年間に津高牧場で毎月集積された黒毛和種集団

868頭（雄牛23頭，雌牛417頭，去勢牛428頭）にお

ける体尺測定記録および体重の記録，合計357回の

記録を用いた。分析にはVCEプログラムver.5.1.2

（2003）を利用した。分析に用いた形質は体高（cm），

十字部高（cm），体長（cm），胸深（cm），胸幅

（cm），腰角幅（cm）， 幅（cm），座骨幅（cm），

尻長（cm），胸囲（cm）および管囲（cm），そして

体重（kg）の計12形質である。

分散分析は以下の統計モデルを用いた。

yijk =aijk + Xi + Yj + b1(Aijk - A)

+ b2(Aijk - A)2+ eijk

ここで，yijk =各形質の観測値，aijk=個体の相加的遺

伝子効果の変量効果，Xi = i 番目の同期群の母数効

果，Yj = j 番目の同期群の母数効果，b1，b2 =１次お

よび２次の偏回帰係数，Aijk = 産次数および測定時

日齢の共変量，A =産次数および測定時日齢の共変

量の平均，eijk =変量残差である。

結果および考察

表１に４ヶ月齢時の形質に対する基本統計量を示

す。体尺測定形質および体重において，ばらつきを

示す変動係数が0.04から0.17の範囲内であることか

ら，体尺測定形質および体重において特に大きなば

らつきはみられなかった。

表２は８ヶ月齢時の形質に対する基本統計量であ

る。４ヶ月齢時と比べ，すべての形質で標準偏差は

大きな値を示した。しかし，変動係数は0.04から

0.13の範囲内であり，十字部高および管囲を除くす

べての形質で４ヶ月齢よりも小さい値を示した。し

かし，大きな違いは見られず，４ヶ月齢時と同様に

ばらつきが小さいことが示された。

表３に４ヶ月齢時の単変量モデルでの遺伝率推定

値を示す。胸深および胸幅を除くすべての形質で

0.41から0.69と中程度からやや高めの遺伝率推定値

が得られた。また，標準誤差は0.05から0.08の範囲

にあった。黒毛和牛の離乳時の体尺形質における遺

伝的パラメータ推定値の報告は少なく，外国種との

比較になるが，報告（Gilbert et al., 1993）にある体

高，十字部高，体長，腰角幅，胸囲，管囲および体

重において，体高を除くすべての形質で報告値より

も高い結果となった。この結果より，離乳時期の体

尺形質および測定時の体重を改良形質として利用で

きる可能性が示唆された。

表４に８ヶ月齢時の単変量モデルでの遺伝率推定

値を示す。遺伝率推定値は0.15から0.75と幅広く推
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形質 体高 十字部高 体長 胸深 胸幅 腰角幅 

平均（cm） 95.29 98.22 97.58 44.16 26.83 26.62
標準偏差（cm） 4.38 4.40 6.00 2.73 3.15 1.85

変動係数 0.05 0.04 0.06 0.06 0.12 0.07

幅 座骨幅 尻長 胸囲 管囲 体重 

29.69 17.84 33.29 117.67 13.02 138.031） 
1.99 1.53 1.96 7.30 0.88 23.221） 
0.07 0.09 0.06 0.06 0.07 0.17

1）単位はkg

表１　４ヶ月齢時の形質に対する基本統計量（n＝797）

形質 体高 十字部高 体長 胸深 胸幅 腰角幅 

平均（cm） 109.40 111.36 118.87 53.61 33.88 34.80
標準偏差（cm） 4.54 4.57 6.13 2.88 3.78 2.03

変動係数 0.04 0.04 0.05 0.05 0.11 0.06

幅 座骨幅 尻長 胸囲 管囲 体重 

36.29 22.06 40.28 145.46 14.87 246.311） 
2.03 1.71 2.19 7.65 0.98 32.401） 
0.06 0.08 0.05 0.05 0.07 0.13

1）単位はkg

表２　８ヶ月齢時の形質に対する基本統計量（n＝681）

形質 体高 十字部高 体長 胸深 胸幅 腰角幅 

遺伝率 0.49 0.62 0.42 0.26 0.13 0.50
標準偏差 ±0.07 ±0.06 ±0.06 ±0.07 ±0.05 ±0.06

幅 座骨幅 尻長 胸囲 管囲 体重 

0.49 0.47 0.41 0.48 0.69 0.53
±0.07 ±0.06 ±0.08 ±0.07 ±0.05 ±0.06

表３　４ヶ月齢時の単変量モデルでの遺伝率推定値

表４　８ヶ月齢時の単変量モデルでの遺伝率推定値

定され，標準誤差は0.06から0.09の値が得られた。

４ヶ月齢時の遺伝率推定値と比較してみると，体高

および胸深で４ヶ月齢よりも高く推定されたが，体

長では半分程度と低く推定された。その他の形質で

は４ヶ月齢時とほぼ同程度の遺伝率推定値となっ

た。子牛市場出荷時期における体尺形質の報告値は

いくつかあり，黒毛和種の体高，胸深， 幅，尻長，

胸囲および体重における遺伝率推定値（Shojo et al.,

2005）と比較すると，胸深， 幅，胸囲および体重

で報告値よりも低い推定値となった。しかし，外国

種との比較（Gilbert et al., 1993 and Koots et al.,

1994）では，報告がある体高，十字部高，体長，腰

角幅，胸囲，管囲および体重において十字部高を除

くすべての形質で報告値よりも高い推定値が得られ

形質 体高 十字部高 体長 胸深 胸幅 腰角幅 

遺伝率 0.75 0.72 0.23 0.46 0.15 0.39
標準偏差 ±0.07 ±0.07 ±0.06 ±0.08 ±0.06 ±0.06

幅 座骨幅 尻長 胸囲 管囲 体重 

0.53 0.48 0.50 0.47 0.73 0.47
±0.06 ±0.06 ±0.08 ±0.07 ±0.08 ±0.09
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表５　４ヶ月齢時における遺伝相関（±標準誤差）および表現型相関推定値

た。この結果より，黒毛和種における報告値よりも

低い遺伝率推定値ではあったが，中程度からやや高

い推定値が多く，４か月齢時と同様に，子牛市場出

荷時期にあたる８ヶ月齢時の体尺形質および測定時

の体重を改良形質として利用できる可能性が示唆さ

れた。

表５に４ヶ月齢時の遺伝相関（±標準誤差）およ

び表現型相関推定値を示す。対角線より上が遺伝相

関，対角線より下が表現型相関を示している。推定

出来なかった　幅と体重間の相関を除き，すべての

形質間で中程度から高い正の遺伝相関推定値が得ら

れた。各形質間の正の遺伝相関推定値は一方の形質

が上昇すればもう一方の形質も上昇することを示し

ているため，体尺形質を選抜基準に含めることで，

他の体尺形質や測定時の体重を改良できる可能性が

示唆された。特に，各体尺形質と体重間の相関が高

いことから，体尺形質を改良することで体重にも改

良の効果が期待できる結果となった。

表６に８ヶ月齢時の遺伝相関（±標準誤差）およ

び表現型相関推定値を示す。４ヶ月齢時と同様に，

対角線より上が遺伝相関，対角線より下が表現型相

関を示している。遺伝相関推定値では，胸幅と各体

尺形質および体重間にいくつか低い相関が見られた

が，他の形質間の遺伝相関は４ヶ月齢時と同様な傾

向を示し，中程度から高い正の遺伝相関推定値を示

した。また，８ヶ月齢時においても各体尺形質と体

重間の相関は，胸幅との相関を除き高く推定され，

４ヶ月齢時と同様に，体尺形質を改良することで体

重にも改良の効果が期待できる結果となった。

表７に８ヶ月齢時の体重に対する４ヶ月齢時の各

形質の遺伝相関，標準誤差および表現型相関推定値

を示す。遺伝相関推定値では，推定出来なかった

幅との相関を除き，0.56から0.97という中程度から

高い正の相関推定値が得られた。この結果から，離

乳時期にあたる４ヶ月齢時の体尺形質および体重が

子牛市場出荷時期の体重に大きく影響していること

が示唆され，離乳時の各形質を改良することにより，

出荷時期の体重にも改良の効果が期待できる結果と

なった。

まとめ

４ヶ月齢時および８ヶ月齢時の体尺形質および体

重において，中程度からやや高めの遺伝率推定値が



得られ，体尺形質および測定時の体重が改良形質と

して利用できる可能性が示唆された。また，４ヶ月

齢時および８ヶ月齢時共に，各形質間の遺伝相関推

定値は中程度から高めの正の相関推定値を示し，体

尺形質を選抜基準に含めることで，他の体尺形質や

測定時の体重を改良できる可能性が示唆された。ま

た，離乳時期の各形質が子牛市場出荷時期の体重に

影響していることが示され，離乳時期の各形質を改

良することにより，出荷時期の体重にも改良の効果

が期待できる結果となった。
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表６　８月齢時における遺伝相関（±標準誤差）および表現型相関推定値

形質 体高 十字部高 体長 胸深 胸幅 腰角幅 

遺伝相関 0.86 0.92 0.91 0.83 0.56 0.86
標準偏差 

表現型相関 
±0.06
0.66

±0.03
0.69

±0.04
0.67

±0.06
0.65

±0.13
0.42

±0.06
0.64

形質 幅 座骨幅 尻長 胸囲 管囲 体重 

遺伝相関 － 0.64 0.92 0.90 0.88 0.97
標準偏差 

表現型相関 
－ 
－ 

±0.12
0.50

±0.05
0.66

±0.04
0.67

±0.05
0.66

±0.02
0.77

表７　８ヶ月齢時の体重に対する4ヶ月齢時の各形質の遺伝相関、標準誤差および表現型相関推定値




